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図 32 Vs600m/s 層下面（地震本部） 
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図 33 Vs1100m/s 層下面（地震本部） 
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図 34 Vs2100m/s 層下面（地震本部） 
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図 35 地震基盤面（地震本部） 
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図 36 工学的基盤の AVS30（地震本部） 
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2.4.1.5. 強震断層パラメータ 

①東北地方太平洋沖地震 

「最大クラスの津波浸水想定」に対応した強震動（震度等）の計算を行う。最大クラスの津波

計算で３モデルのうち、震度が最大となる東北地方太平洋沖地震の強震動計算を実施する。強震

断層モデルは、内閣府モデルを用いる（表 12、図 37）。 

※ 津波浸水想定では、強震動（震度等）を計算していないため、津波はすでに公表したものを

活用する。 

 

表 12 東北地方太平洋沖地震の強震断層パラメータ 

震源パラメータ 設定方法 断層全体 
三陸沖 

中部 
宮城県沖 福島県沖 茨城県沖 単位 

走向𝜃   𝟏𝟗𝟓 𝟏𝟗𝟓 𝟏𝟗𝟓 𝟏𝟗𝟓 ° 

傾斜角𝛿   𝟏𝟑 𝟏𝟑 𝟏𝟑 𝟏𝟑 ° 

すべり角𝜸   𝟗𝟎 𝟗𝟎 𝟗𝟎 𝟗𝟎 ° 

断層モデル上端深さ   𝟑𝟔. 𝟕 𝟑𝟒. 𝟓 𝟒𝟏. 𝟐 𝟑𝟔. 𝟕 km 

断層モデル面積𝑺  𝟗𝟎, 𝟎𝟎𝟎 𝟐, 𝟎𝟎𝟎 𝟑, 𝟓𝟎𝟎 𝟐, 𝟎𝟎𝟎 𝟐, 𝟎𝟎𝟎 𝐤𝐦𝟐 

断層モデル長さ𝑳𝐦𝐨𝐝𝐞𝐥   𝟓𝟎 𝟕𝟎 𝟓𝟎 𝟓𝟎 km 

断層モデル幅𝑾𝐦𝐨𝐝𝐞𝐥   𝟒𝟎 𝟓𝟎 𝟒𝟎 𝟒𝟎 𝐤𝐦 

応力降下量𝜟𝝈  𝟒. 𝟎 𝟐𝟓. 𝟑 𝟐𝟒. 𝟐 𝟐𝟒. 𝟎 𝟐𝟒. 𝟎 𝐌𝐏𝐚 

地震モーメント𝑴𝟎  𝟐. 𝟐𝟔
× 𝟏𝟎𝟐𝟐 

𝟗. 𝟑𝟎
× 𝟏𝟎𝟐𝟎 

𝟐. 𝟏𝟎
× 𝟏𝟎𝟐𝟏 

𝟖. 𝟖𝟎
× 𝟏𝟎𝟐𝟎

𝟖. 𝟖𝟎
× 𝟏𝟎𝟐𝟎

𝐍𝐦 

モーメントマグニチュード  𝟖. 𝟖 𝟕. 𝟗 𝟖. 𝟏 𝟕. 𝟗 𝟕. 𝟗  

剛性率𝝁  𝟒. 𝟏 × 𝟏𝟎𝟏𝟎 𝐏𝐚 

S 波速度𝜷  𝟑, 𝟖𝟐𝟎 𝐦/𝐬 

密度𝝆  𝟐, 𝟖𝟎𝟎 𝐤𝐠/𝐦𝟑 

破壊伝播速度 Vr  𝟐, 𝟕𝟎𝟎 𝐦/𝐬 

平均すべり量𝑫 𝑫 = 𝑴𝟎/(𝝁・𝑺) 𝟔. 𝟏 𝟏𝟏. 𝟒 𝟏𝟒. 𝟕 𝟏𝟎. 𝟖 𝟏𝟎. 𝟖 𝐦 
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図 37 東北地方太平洋沖地震の断層モデル地表投影図（★：破壊開始点） 
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②宮城県沖地震（連動型） 

断層パラメータは地震本部の「震源断層を特定した地震の強震動予測手法」（強震動予測レシピ）

により設定した。アスペリティは、第四次調査を踏襲する（表 13、図 38）。 

 

表 13 宮城県沖地震（連動型）の強震断層パラメータ 
巨視的震源パラメータ 設定方法 A1 A2 B 単位 

断層モデル原点 緯度 地震本部 𝟑𝟖. 𝟒𝟏 𝟑𝟖. 𝟐 𝟑𝟖. 𝟗𝟓 ° 

断層モデル原点 経度 地震本部 𝟏𝟒𝟐. 𝟒𝟗 𝟏𝟒𝟐. 𝟑𝟗 𝟏𝟒𝟑. 𝟓𝟐 ° 

走向𝜃 地震本部 𝟐𝟎𝟎 𝟐𝟎𝟎 𝟐𝟎𝟓 ° 

傾斜角𝛿 地震本部 𝟐𝟏 𝟐𝟏 𝟏𝟐 ° 

すべり角𝜸 地震本部 𝟖𝟓 𝟖𝟓 𝟗𝟎 ° 

断層モデル上端深さ 地震本部 𝟐𝟔 𝟐𝟔 𝟏𝟒 km 

断層モデル面積𝑺 地震本部 𝟐, 𝟐𝟔𝟔 𝟏, 𝟒𝟒𝟗 𝟔, 𝟏𝟎𝟓 𝐤𝐦𝟐 

断層モデル長さ𝑳𝐦𝐨𝐝𝐞𝐥 地震本部 𝟑𝟔 𝟒𝟎 𝟏𝟑𝟐 km 

断層モデル幅𝑾𝐦𝐨𝐝𝐞𝐥 地震本部 𝟔𝟒 𝟑𝟔 𝟒𝟔 𝐤𝐦 

アスペクト比 𝑳𝐦𝐨𝐝𝐞𝐥/𝑾𝐦𝐨𝐝𝐞𝐥 𝟎. 𝟔 𝟏. 𝟏 𝟐. 𝟗  

断層モデル面積𝑺𝐦𝐨𝐝𝐞𝐥 𝑺𝐦𝐨𝐝𝐞𝐥 = 𝑳𝐦𝐨𝐝𝐞𝐥 × 𝑾𝐦𝐨𝐝𝐞𝐥 𝟐, 𝟏𝟓𝟖 𝟏, 𝟑𝟒𝟏 𝟔, 𝟓𝟎𝟓 𝐤𝐦𝟐 

平均応力降下量𝜟𝝈 A1、A2:Seno et al. (1980) 
B: 𝑴𝟎 = 𝟏𝟔/(𝟕 ∙ 𝝅𝟑 𝟐⁄ ) ∙ 𝜟𝝈 ∙ 𝑺𝟑/𝟐 

𝟕. 𝟎 𝟕. 𝟎 𝟒. 𝟏 𝐌𝐏𝐚 

地震モーメント𝑴𝟎 A1、A2: 𝑴𝟎 = 𝟏𝟔/(𝟕 ∙ 𝝅𝟑 𝟐⁄ ) ∙ 𝜟𝝈 ∙ 𝑺𝟑/𝟐 
B:断層全体から A1、A2 を除く 

𝟐. 𝟖𝟖 × 𝟏𝟎𝟐𝟎 𝟏. 𝟒𝟏 × 𝟏𝟎𝟐𝟎 𝟖. 𝟑𝟎 × 𝟏𝟎𝟐𝟎 𝐍𝐦 

モーメントマグニチュード 𝐥𝐨𝐠 𝑴𝟎 = 𝟏. 𝟓𝑴𝒘 + 𝟗. 𝟏 𝟕. 𝟔 𝟕. 𝟒 𝟕. 𝟗  

剛性率𝝁 𝝁 = 𝝆𝜷𝟐 𝟒. 𝟕 × 𝟏𝟎𝟏𝟎 𝐏𝐚 

S 波速度𝜷 地震本部 𝟑, 𝟗𝟎𝟎 𝐦/𝐬 

密度𝝆 地震本部 𝟑, 𝟏𝟎𝟎 𝐤𝐠/𝐦𝟑 

破壊伝播速度 Vr 菊池 (2002) 𝟑, 𝟎𝟎𝟎 𝐦/𝐬 

平均すべり量𝑫 𝑫 = 𝑴𝟎/(𝝁・𝑺) 𝟐. 𝟗 𝟐. 𝟑 𝟐. 𝟕 𝐦 

短周期レベル𝑨 A1:1978 宮城沖、A2、B は A1 の𝑨𝑫𝑨𝑵との比 𝟖. 𝟒𝟎 × 𝟏𝟎𝟏𝟗 𝟔. 𝟔𝟐 × 𝟏𝟎𝟏𝟗 𝟏. 𝟐𝟎 × 𝟏𝟎𝟐𝟎 𝐍𝐦/𝐬𝟐 

短周期レベル(壇ほか)𝑨𝑫𝑨𝑵 𝑨 = 𝟐. 𝟒𝟔 × 𝟏𝟎𝟏𝟎 × (𝑴𝟎 × 𝟏𝟎𝟕)𝟏/𝟑 𝟑. 𝟓𝟎 × 𝟏𝟎𝟏𝟗 𝟐. 𝟕𝟔 × 𝟏𝟎𝟏𝟗 𝟒. 𝟗𝟖 × 𝟏𝟎𝟏𝟗 𝐍𝐦/𝐬𝟐 

断層全体の等価半径𝑹 𝑹 = 𝑺/𝝅 𝟐𝟔. 𝟐𝟏 𝟐𝟎. 𝟔𝟔 𝟒𝟓. 𝟓𝟎 𝐤𝐦 

 
微視的震源パラメータ 設定方法 A1 A2 B 単位 

全
ア
ス
ペ
リ

テ
ィ 

面積𝑺𝒂 𝑺𝒂 = 𝝅𝒓𝟐 𝟑𝟕𝟔. 𝟎𝟕 𝟐𝟑𝟑. 𝟔𝟗 𝟏𝟏𝟑𝟑. 𝟔𝟏 𝐤𝐦𝟐 

アスペリティの個数  𝟐 𝟏 𝟐  

平均すべり量𝑫𝒂 𝑫𝒂 = 𝝃 ∙ 𝑫、𝝃 = 𝟐 𝟓. 𝟕 𝟒. 𝟓 𝟓. 𝟒 𝐦 

地震モーメント𝑴𝟎𝒂 𝑴𝟎𝒂 = 𝝁𝑫𝒂𝑺𝒂 𝟏. 𝟎 × 𝟏𝟎𝟐𝟎 𝟒. 𝟗 × 𝟏𝟎𝟏𝟗 𝟐. 𝟗 × 𝟏𝟎𝟏𝟗 𝐍𝐦 

平均応力降下量𝜟𝝈𝒂 𝜟𝝈𝒂 = (𝑺 ⁄ 𝑺𝒂) ∙ 𝜟𝝈 𝟒𝟎. 𝟏𝟕 𝟒𝟎. 𝟏𝟕 𝟐𝟏. 𝟗𝟗 𝐌𝐏𝐚 

ア
ス
ペ
リ

テ
ィ1 

面積𝑺𝒂𝟏 𝑺𝒂𝟏 = 𝑺𝒂 ∙ 𝑺𝑹𝒂𝟏 𝟏𝟖𝟖. 𝟎𝟑. 𝟐𝟐 𝟐𝟑𝟑. 𝟔𝟗 𝟑𝟕𝟕. 𝟖𝟕 𝐤𝐦𝟐 

地震モーメント𝑴𝟎𝒂𝟏 𝑴𝟎𝒂𝟏 = 𝝁𝑫𝒂𝟏𝑺𝒂𝟏 𝟓. 𝟎 × 𝟏𝟎𝟏𝟗 𝟒. 𝟗 × 𝟏𝟎𝟏𝟗 𝟕. 𝟔 × 𝟏𝟎𝟏𝟗 𝐍𝐦 

平均すべり量𝑫𝒂𝟏 𝑫𝒂𝟏 = 𝜸𝟏/𝚺𝜸𝒊
𝟑 ∙ 𝑫𝒂 𝟓. 𝟔𝟔 𝟒. 𝟒𝟔 𝟒. 𝟐𝟒 𝐦 

実効応力𝝈𝒂𝟏 𝝈𝒂𝟏 =  𝜟𝝈𝒂 𝟒𝟎. 𝟏𝟕 𝟒𝟎. 𝟏𝟕 𝟐𝟏. 𝟗𝟗 𝐌𝐏𝐚 

ア
ス
ペ
リ
テ
ィ2 

面積𝑺𝒂𝟐 𝑺𝒂𝟐 = 𝑺𝒂 ∙ 𝑺𝑹𝒂𝟐 𝟏𝟖𝟖. 𝟎𝟑. 𝟐𝟐  𝟕𝟓𝟓. 𝟕𝟒 𝐤𝐦𝟐 

地震モーメント𝑴𝟎𝒂𝟐 𝑴𝟎𝒂𝟐 = 𝝁𝑫𝒂𝟐𝑺𝒂𝟐 𝟓. 𝟎 × 𝟏𝟎𝟏𝟗 𝟐. 𝟏 × 𝟏𝟎𝟐𝟎  
𝐍𝐦 

 
 

平均すべり量𝑫𝒂𝟐 𝑫𝒂𝟐 = 𝜸𝟐/𝚺𝜸𝒊
𝟑 ∙ 𝑫𝒂 𝟓. 𝟔𝟔 𝟔. 𝟎𝟎 𝐦 

実効応力𝝈𝒂𝟐 𝝈𝒂𝟐 =  𝜟𝝈𝒂 𝟒𝟎. 𝟏𝟕 𝟐𝟏. 𝟗𝟗 𝐌𝐏𝐚 

背
景
領

域 

面積𝑺𝒃 𝑺𝒃 = 𝑺 − 𝑺𝒂 𝟏, 𝟕𝟖𝟐 𝟏, 𝟏𝟎𝟕 𝟓, 𝟑𝟕𝟏 𝐤𝐦𝟐 

地震モーメント𝑴𝟎𝒃 𝑴𝟎𝒂 = 𝑴𝟎 − 𝑴𝟎𝒂 𝟏. 𝟗 × 𝟏𝟎𝟐𝟎 𝟎. 𝟗 × 𝟏𝟎𝟐𝟎 𝟓. 𝟒 × 𝟏𝟎𝟐𝟎 𝐍𝐦 

平均すべり量𝑫𝒃 𝑫𝒃 = 𝑴𝟎𝒃/(𝝁 ∙ 𝑺𝒃) 𝟐. 𝟐𝟑 𝟏. 𝟕𝟔 𝟐. 𝟏𝟑 𝐦 

実効応力𝝈𝒃 𝝈𝒃 = (𝑫𝒃 ⁄ 𝑾𝒃) ∙ √𝝅 ⁄ 𝑫𝒂 ∙ 𝒓 ∙ 𝜮𝜸𝒊
𝟑 ∙ 𝝈𝒂 𝟑. 𝟒𝟎 𝟔. 𝟕𝟑 𝟒. 𝟒𝟖 𝐌𝐏𝐚 
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図 38 宮城県沖地震（連動型）の断層モデル地表投影図 

★：破壊開始点、矩形：要素断層、太線矩形：アスペリティ 
  

A1 

A2 

B 
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③スラブ内地震 

スラブ内地震は、2011 年（平成 23 年）、2021 年（令和 3 年）、2022 年（令和 4 年）と震災後頻

発している。本調査では、それらと比較して震源位置を過去よりも陸側かつ仙台圏域側に設定し

た（図 40）。これにより本県への被害を大きくし、被害想定上望ましい地震とした。断層パラメ

ータは地震本部の「震源断層を特定した地震の強震動予測手法」（強震動予測レシピ）により設定

した（表 14、図 39）。 

 

表 14 スラブ内地震の強震断層パラメータ 
巨視的震源パラメータ 設定方法  単位 

断層モデル原点 緯度 福島県沖の地震など 𝟑𝟕. 𝟖𝟓 ° 

断層モデル原点 経度 福島県沖の地震など 𝟏𝟒𝟏. 𝟑𝟓 ° 

走向𝜃 福島県沖の地震など 𝟏𝟕 ° 

傾斜角𝛿 福島県沖の地震など 𝟒𝟓 ° 

すべり角𝜸 福島県沖の地震など 𝟗𝟎 ° 

断層モデル上端深さ 福島県沖の地震など 𝟔𝟎 km 

短周期レベル𝑨 𝑨 = 𝟗. 𝟖𝟒 × 𝟏𝟎𝟏𝟎 × (𝑴𝟎 × 𝟏𝟎𝟕)𝟏/𝟑 𝟏. 𝟐𝟗 × 𝟏𝟎𝟐𝟎 𝐍𝐦/𝐬𝟐 

強震動生成域の面積の 
震源断層の面積に対する比𝜸𝐒𝐌𝐆𝐀 

𝜸𝐒𝐌𝐆𝐀 =
𝟏𝟔𝑨𝟐𝑺𝒂

𝟐

𝟒𝟗𝝅𝟒𝜷𝟒𝑴𝟎
𝟐
 

𝟐𝟎  

強震動生成域と地震モーメントとの 
経験的関係式 

𝑺𝒂 = 𝟏. 𝟐𝟓 × 𝟏𝟎 𝟏𝟔 × (𝑴𝟎 × 𝟏𝟎𝟕)𝟐/𝟑 𝟐𝟏𝟑. 𝟗 𝐤𝐦𝟐 

断層モデル面積𝑺 
𝑺 =

𝟕𝝅𝟐𝜷𝟐𝑴𝟎

𝟒𝑨𝜸𝐒𝐌𝐆𝐀
𝟎.𝟓

 
𝟏𝟎𝟕𝟗. 𝟖 𝐤𝐦𝟐 

断層モデル幅𝑾 福島県沖の地震など 𝟐𝟓 𝐤𝐦 

断層モデル長さ𝑳 𝑳 = 𝑺/𝑾 𝟒𝟑. 𝟐 km 

断層モデル幅𝑾𝐦𝐨𝐝𝐞𝐥 手続き化 𝟐𝟒 𝐤𝐦 

断層モデル長さ𝑳𝐦𝐨𝐝𝐞𝐥 手続き化 𝟒𝟒 km 

アスペクト比 𝑳𝐦𝐨𝐝𝐞𝐥/𝑾𝐦𝐨𝐝𝐞𝐥 𝟏. 𝟖𝟑  

断層モデル面積𝑺𝐦𝐨𝐝𝐞𝐥 𝑺𝐦𝐨𝐝𝐞𝐥 = 𝑳𝐦𝐨𝐝𝐞𝐥 × 𝑾𝐦𝐨𝐝𝐞𝐥 𝟏, 𝟎𝟓𝟔 𝐤𝐦𝟐 

平均すべり量𝑫 𝑫 = 𝑴𝟎/(𝝁・𝑺) 𝟒. 𝟑 𝐦 

静的応力降下量𝜟𝝈 𝚫𝝈 = (𝟕/𝟏𝟔) ∙ 𝑴𝟎/(𝑺 𝝅⁄ )𝟏.𝟓 𝟏𝟓. 𝟒 𝐌𝐏𝐚 

剛性率𝝁 𝝁 = 𝝆𝜷𝟐 𝟒. 𝟖 × 𝟏𝟎𝟏𝟎 𝐏𝐚 

S 波速度𝜷 佐藤・巽 (2002) 𝟒, 𝟎𝟎𝟎 𝐦/𝐬 

密度𝝆 佐藤・巽 (2002) 𝟑, 𝟎𝟎𝟎 𝐤𝐠/𝐦𝟑 

破壊伝播速度 Vr 𝑽𝒓 = 𝟎. 𝟕𝟐 ∙ 𝜷 𝟐, 𝟖𝟎𝟎 𝐦/𝐬 

強
震
動
生
成

域
全
体 

面積𝑺𝐒𝐌𝐆𝐀 𝑺𝐒𝐌𝐆𝐀 = 𝜸𝐒𝐌𝐆𝐀 × 𝑺 𝟐𝟏𝟑. 𝟗 𝐤𝐦𝟐 

強震動生成域の個数  𝟐  

平均すべり量𝑫𝐒𝐌𝐆𝐀 𝑫𝐒𝐌𝐆𝐀 = 𝝃 ∙ 𝑫、𝝃 = 𝟐 𝟖. 𝟔 𝐦 

地震モーメント𝑴𝟎𝐒𝐌𝐆𝐀
 𝑴𝟎𝐒𝐌𝐆𝐀

= 𝝁𝑫𝐒𝐌𝐆𝐀𝑺𝐒𝐌𝐆𝐀 𝟖. 𝟗 × 𝟏𝟎𝟏𝟗 𝐍𝐦 

平均静的応力降下量𝚫𝝈𝐒𝐌𝐆𝐀 𝚫𝝈𝐒𝐌𝐆𝐀 = (𝑺/𝑺𝐒𝐌𝐆𝐀) ∙ 𝚫𝝈 𝟕𝟕. 𝟔 𝐌𝐏𝐚 

強
震
動
生

成
域1 

面積𝑺𝐒𝐌𝐆𝐀𝟏 𝑺𝐒𝐌𝐆𝐀𝟏 = 𝑺𝐒𝐌𝐆𝐀/𝟐 𝟏𝟎𝟕. 𝟎 𝐤𝐦𝟐 

地震モーメント𝑴𝟎𝐒𝐌𝐆𝐀𝟏
 𝑴𝟎𝐒𝐌𝐆𝐀𝟏

= 𝝁𝑫𝐒𝐌𝐆𝐀𝟏𝑺𝐒𝐌𝐆𝐀𝟏 𝟒. 𝟒 × 𝟏𝟎𝟏𝟗 𝐍𝐦 

平均すべり量𝑫𝐒𝐌𝐆𝐀𝟏 𝑫𝐒𝐌𝐆𝐀𝟏 = 𝑫𝐒𝐌𝐆𝐀 𝟖. 𝟔 𝐦 

平均静的応力降下量𝚫𝝈𝐒𝐌𝐆𝐀𝟏 𝚫𝝈𝐒𝐌𝐆𝐀𝟏 = 𝚫𝝈𝐒𝐌𝐆𝐀 𝟕𝟕. 𝟔 𝐌𝐏𝐚 

強
震
動
生

成
域2 

面積𝑺𝐒𝐌𝐆𝐀𝟐 𝑺𝐒𝐌𝐆𝐀𝟐 = 𝑺𝐒𝐌𝐆𝐀/𝟐 𝟏𝟎𝟕. 𝟎 𝐤𝐦𝟐 

地震モーメント𝑴𝟎𝐒𝐌𝐆𝐀𝟐
 𝑴𝟎𝐒𝐌𝐆𝐀𝟐

= 𝝁𝑫𝐒𝐌𝐆𝐀𝟐𝑺𝐒𝐌𝐆𝐀𝟐 𝟒. 𝟒 × 𝟏𝟎𝟏𝟗 𝐍𝐦 

平均すべり量𝑫𝐒𝐌𝐆𝐀𝟐 𝑫𝐒𝐌𝐆𝐀𝟐 = 𝑫𝐒𝐌𝐆𝐀 𝟖. 𝟔 𝐦 

平均静的応力降下量𝚫𝝈𝐒𝐌𝐆𝐀𝟐 𝚫𝝈𝐒𝐌𝐆𝐀𝟐 = 𝚫𝝈𝐒𝐌𝐆𝐀 𝟕𝟕. 𝟔 𝐌𝐏𝐚 

背
景
領
域 

面積𝑺𝐛 𝑺𝒃 = 𝑺 − 𝑺𝐒𝐌𝐆𝐀 𝟖𝟔𝟓. 𝟗 𝐤𝐦𝟐 

地震モーメント𝑴𝟎𝒃 𝑴𝟎𝒂 = 𝑴𝟎 − 𝑴𝟎𝒂 𝟏. 𝟒 × 𝟏𝟎𝟐𝟎 𝐍𝐦 

背景領域の𝑫𝒃 = 𝑴𝟎𝒃/(𝝁 ∙ 𝑺𝒃) 𝑫𝒃 = 𝑴𝟎𝒃/(𝝁 ∙ 𝑺𝒃) 𝟑. 𝟑 𝐦 

平均静的応力降下量 (24)式：𝝈𝒃 = (𝑫𝒃 ⁄ 𝑾𝒃) ∙ √𝝅 ⁄ 𝑫𝒂 ∙ 𝒓 ∙ 𝜮𝜸𝒊
𝟑 ∙ 𝝈𝒂 𝟏𝟒. 𝟒 𝐌𝐏𝐚 
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図 39 スラブ内地震の断層モデル地表投影図 

★：破壊開始点、矩形：要素断層、太線矩形：強震動生成域 
  


